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研究のテーマ

電磁シーム溶接法による、接合界面の状
態を確認する

本溶接法によりAl薄板と同種Al薄板、もし
くはそれ以外の金属との接合が可能かど
うかを確認する



電磁（シーム）溶接の特長

金属薄板の（シーム）溶接が可能

ごく短時間での接合により被溶接物への
熱影響小

被溶接物には溶接電流が流れない



原理説明



電流波形
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試料



試料種類

 アルミニウム合金A1050 / t0.5×50-100

 アルミニウム合金A1050 / t0.5×35-100

 アルミニウム合金A5052 / t0.5×50-100

 鉄材SPCE / t0.5×35-100

 銅合金C1100 / t0.5×35-100

 マグネシウム合金AZ31 / t0.5×50-100



接合部断面１
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接合部断面２

（c）SPCE×Al
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接合部断面３

（e）Mg合金×Al接合面全体
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Al×AlのＥＰＭＡによる分析結果
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Al×CuのＥＰＭＡによる分析結果
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Al×CuのＥＰＭＡによる分析結果



Al×FeのＥＰＭＡによる分析結果
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Al×FeのＥＰＭＡによる分析結果



まとめ

 接合部の界面は波をうっている

 溶融接合では不可能な異種金属接合への適用が
可能である

 接合界面には金属間化合物層が形成されている

 電磁(シーム)溶接は薄板（１ｍｍ以下）にたいして
固相接合できる


